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　　　　一」」母親め意識を中心とじで一鞠
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　　　　　　　　　　　　　　　 1φ 一）k 含
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ll誓1些3幹1？、r
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騨児幹騨警実施さ祇騨勘令辱1』静畔
鋤て魂納蠣躍騨象購起ざれ鰭働甑
雛翻会況齢談蕨融鰍閃係騨卿韓携
のもと騨鵠Fとっ鮪勲璽塑挙る蝉展蹴
盤編こ繍嫉である。 そぬ珪念的1鼠当然の，
事でありながら・具体的にはそ瞭関係麟せざる

聞題魁粋域社我との閑係過弩鰭み墜静ていう。

　しかし折各領域閲，ンそれに加えて地域住民のチームワ

褥クによる障害児べの対応土壌を創り出すこ』とと同時

rにジ身近かに対応する親の日常生活における障害児を通

し滋の意識∫地域社会に対する受けどめ方の状況を明確

にしておぐ必要があるぷその突態をふまえて台艶§≦亭

テ才ケアの方向をさぐり，地域内の相談機関のあり方・ ・

及びソージ斧ルウ ÷カーの機能 として，、恥かなる点に焦

点をあてていくかを導き出したいど考えている6三さおに

地域における相談，1治療機関llこ家庭の親との関係娯謁肝

シ遍ル．ワ■カ←の介在することの意味を検討すびき必要

に迫られてきている6』』．．　 1’・～ 「』　『　1』r1∴』1ン

‘．今回は， ・さきにも述べたように1 ’母親の影響を受けや

すい父親の存在，及び母親の地域社会に対する意識を中

、心として，』ソーシ密ルワーク的アプロr←ヲいを試行しよう

どしたものである。i陣害児の生活にとφて母親の存在は

非常に大きいことから，㌧とくに母親の意識を中心としな

がら，ンまず母親ぺのソーシ．｝ルワ÷ク的アプR磨チを考

察するものである己．・：斌）∵ 二 ∫
r’ 1∴評（ マ「1’▽l　i

　　　　　　
じ　ずセ　　　　 　　　じ ノ　　ドず　　　 ト　ノ　ド　け　　　しコペニドじドボ　

　　・，く確駒即琳1二1；・二、』r《、
く

一
爽子どもが成畏発達する上でドその主たる養育者である

母親の影響力は絶大である。，ここからi』子どもをよ1くす

るも悪くするも母親次第という考え方も禺て ぐるわけで

あるが，これは極論としても，子どもにとづて母親は重

要な存在であることには変りはない。、ましてi 二その吊ど
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吉 、沢　．英ζ子・◎中、

　　
ヤ　　『　　　　　　　　 　r　P

・一・ 郎

　　　　じ　　セ　じ

遇が障害をもっ ている場命に嫉・・ア層のこと母輝の存費

や役割が重要な意味軸ρもρと漸逸よう9、

　本研究では，陣審児をもっ母親に焦京をあて㌧母薮≧

父親とのかかわ．り方が母親の家族及び地塚律会に討する

意識に，ど触独影雛躯融猷澗駐穿町
ることをひとつの目的≧、「していうg ぞレてもう，登≧っの

目，的臨．・地域社会を謝す碑親ρ鰍が伸こ影響し・ 何

にょづて規定さ樋かを明らウ葬し，177警々ワrク

としての地域グアのあ ワ．方を煮突す斎㌻璽であ為g、二』．1己

　対　象＝全国心身障害児福祉財國療育相諌誓ンタ 7娯

1：l　yll 』、＼来所した母親　1Q71名；　・．ヌマ亭1
。』

；法シ＝ 郵送にぷ為質問無法、、、τ』』 1』 ．ノ、、1・

鯛査日1 昭智5岬那，坦現在（昏3年1朔腔ゴ「

∬回答数瓜｝、有効回答数一 544．（回収率亭0澄％）∫． 』∵ ち惣

　「～へこ 』　F ン　

　五結果閣　ドr ぞ1’ 』『♪ン．．ゴ

　（1）架鶏の役割Role，匙k単3。⇒～母鵜に厚ほす影響に

　．、ついて1：』、、 『ド1』、、 1二 r』 ＝』1くL i　r　l　I 』 ㌧
通常、， 蚤どもの主たる養育者は膿で麟がを ・ 曜ぎ

けが養育の責任を負う ものでにもち論な㌧・初オで，、』．当恭

そこには父親も．何らかの形で役割を果なレ頂ヤ・盗脅？璽で

あり，また果たさなければならなv・黄任を負女∫於う転

しか・しドひとくちに父競の役剖ζ恥含丁極、そり噂餐は

種六多岐にわ為っていうわけ窓単7ヂ）役郵だ嫉壺果≧蕉

ばよ恥というものではなヤ・δ そこで， こζ雪母輝ヂ特礁

障害児をむっ母親の立場塑ら，、父親（本来畔来タレ｝ゑび

きであそが障害児⑫糧とい・う意味あし》をも為せう蜘嬬腿

後禁親・1母親という表現を用いるζ出、にすう）にどΦタ

うな役割を果たレて．もらい雄・と脇て鴨力1挫鱗

とをまずみてレ・K；≧を；しよう づ　， 1卜 ・二、て ；ll・．艮・1〆∫

ンす〉 禁親に期待玄う役割の内容腫？公1ζ∴r』』・ど、、い，ン

．雪卿、表燐』轄贋もρ母親概父継ど趣囎1盈

果もて1もらレ．・たヤ）、ζ、望んでいうかを遷腿⑫宙船飽黒21

だけ選ぱせた結果である。これをみるヶ，っ「母薄自暑些、
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第1表　母親が父親に期待する役割
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　対してg精神的な支えや理解」を父親に望んでいる母親

が一番多く39．9％に達厩いる。次｝こ，r現在礁ままで・．

　満足しており特に望むことはない」と答えた母親が34．2

　％いることが判？た。 また，　「障害児に対する直接的な

世話や介助∫をじ亡ほしいと望んそいる母親は全体の中

　で8．1％とならており ，』・父親に障害児め世話を期待する

母糎魏顔赫蜘といえよ5…詠・よ貯 ☆
　？ごれら：め結果参ら，∬陣害児をむづ毎親はジ ・その子こども

　に蘭じ宅∫”いがに自分が苦労し悩敦，罫不安をもウている

がを父親にもっ乏分づてもら縦レ・どい・う・蜘｛が強いと

険よう‘・之：れ嫉譲返瀞と，輝害児をもつ父親ほ．

億親め大変さをあま・り理解しゼレ、な“ともいえよう。ご

の結果が障害児をむづ親達に共通していえる現象ならぱ

深刻な礁態乏筋わざるを東ない己・㌧・』…　一11　．ノ

　反面， 現在の父親の役割に満足を示している母親も3

人に1人の割合でおり，詣概ビ父親を責める訳には恥か

ないようであるびぞこ庵，i二・自分に対する精神的な支えや

理解をしてほ鯵いど望沁ぞいる母親と1’現在のままで満

足と答えた畷とを比較考察し・そ曙壁も絆1磯
　しくみていくこ．とにする。　　　　　　　卜’

二1砂陣善惣調褐父親ゐ世話確度どの関係
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とを行記”し七おぐ♂’・ 様∫二』　 e議〕二1黒薪
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第2表　障害児に対する父親の世話の程度と父親に期

　、」．待する役割との関係
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・』寄て1第2表から
， ，満足群の父親の方が不満群の父親

よ鵬轄児に対する醤曜麟 はる痒簸断』
あるこどが判る6・換質すれ屡，．へ母親が父親φ役割に対、し

て抱く満畢感…不満足感は・父親の障害児に対する世語

の程輿と闘係するといえよ3うかただし冷第遺表でみた通』

・り，4障害児に対する直接的な世話や介助を父琿に期待女

る役割と．してあげた母親は 1割に、む逮してし∫ない、し諒蔦

の役割を望んだ母親は対照群であるその他の欄に組み入

れ迄恥るわけであるから， こ こでいう母親が父親の役割

に対して抱く満足感・不満足感と恥う意味は，∫あくまで

も精神的な支えや理解を得られているか否かと，いうこと

である。 済∵ビ㌧・戸1』』・』
、、

、ンー ∵　，ニギ』

、

・・ 1』二トレ∫㍗

』つまりレ父親に精神的支えや理解を望む背景には，三父．

親力韓害児に対して穣極的な世話をしなレ・γとい藤実力峯

その｝因となってい．ると考えてもよかろう冨同二じ《1蹴父

親の役割は現在のままで満足と答えた母親達の多く，は1ぐ、

障害児の世話を穣極的にしてくれる父親を も鰯已ζむる旦』

とが満足の一因となっていう、骸』・えよう。　
　　　　　　　　　　　　・ミ［1へ弗燐艦掴寛　茎
　C）母親の他の家族員に対すロる世詣に及ぽず影響

！ここでは， 母親が父親の役割に不満を抱い羅吃寸る場合

と満足じている場合とでは，．他の家族員に対する母親の

世話（面倒見ンの程度が影響されるか否かについ．てみて

サ・く』こ とにする5＿ 、－ ゾさ ・菰．語、．、．、、

第串表をみると，父親の役割に不満を抱いて緊）る母親
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吉沢　他：障害児の地域におみるケアああφ二方とジむジ短レワ「｛クとしての対応について

第16表』』 の所有形懲どめ関係r

　’家の所有形態

居住
希望の有無

il自L乙家2．借家r　IN，A．　合1計

1．永住希望

2．移転希望

N．　　A．

合 計

　　297

80．9〉

（1811）1
　　　2

0．6）

　　　367
100，0）

80 74 1 155

（51．6） （47．7） （0．7） （100．0）

11 7 4 22

（50．0） （31．8） （18．2） （100．0）

（7111）1（21線）ld，1）”（1。密各）

第1了表　住居についての不満の有無との関係

住居の不満 1． 2．

居住
特にない あ　る N．A． 合計

希望の有無

1，永住希望 　288
78．5）

　68
18，5）

　11
3．0） 　367100．0）

2．移転希望 　91
58．7）

　55
35．5）

　　9
5，8） 　155100．0）

N．　　A． 　11
50．0）

　　2
9．1）

　　9
40．9）

　　22
100．0）

合　　　計 　390
71，7）

　125
23．0）

（511）II （1。lll）

　次に，住居についての不満と居住希望との関係を第17

衷でみると，永住を希望している母親には住居について

の不満はあまりないようであるが，転居を婚望している

母親には，住居の不満がやや強い傾向がみられる。

　これらの結果がら，居宅の状況が居住希望の決定に何

らかの影響をもたらすものといえよう。

　以上が，地域社会への居住希望の有無を規定する要因

についての結果であるが，それを整理すると次のように

なる。

　①近隣に舞楽に往来できる人が存在する，・しないと

　　いう間題と，その土地に永住するか転居するかとい

　　う決定因とは，それほど重要なかかわりをもってい

　　ない。

　②　母親の地域社会でのサークル活動，親の会等での

　　活動の状況と，そこに永住するが否かとも直接的に

　　は結び付かない。

　③地域社会の障害児に対する受けとめ方に満足して

　 いる母親は，そこに永住したいという希望が高い。

、④転居を望んでいる母親は，地域社会の障害児に対

　　する受けとめ方に偏見があると思い込んでいる傾向　・

　　がみられる。

　⑤　居宅の状況は，居住希望の有無に何らかの影響を

　　もつようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　、
．皿，地域ヶアのあ．り方に対する若干の提言・

『‘1以＃．交卸御岬麩館禰墾嘩球瞭蛋
停居住条件を規牢する票胃あ弁点に隼点きレぽうて考祭

じ越た6加え嬬この調査瑚らカ≦にな凍母親の情

緒的安定度，パースナリティと，障害児に対する診断の

受けとあ方に相関関係が強いこととを前提におき，地域

ケアのあり方について若干のまとあを提言としたい。

　全国療育相談センターに対する利用者の希望をみる

と，常時に相談の機会が得られ，情報の提供を得たいと

するもの20．7％，畏期的診断へのアブローチを望むもの

20，7％，・指導訓練の場の日常的提併を望むもの18．9％と

なっている。これはまた障害児の経年的動向とあわせ考

えて，地域の専門関係機関，施設と障害児をもつ家庭と

のコーディネート機能を培域内で果していくことの必要

性の強化を示唆していることになろう。また母親が父親

に求めるものは，精神的支え， 』とくに障害児の日常的介

護の中心的存在であることを受けとめてくれる存在で疹

る。具体的に介護に手をかすという事よりも受容する存

在そのものであるごとがわかる。したがって地域ケアに

おける基本は，家族全体に対ずるアブロ㌘ヂと母親への

アブローチヘあ配慮ということになろう。障害児に対す

る一般の地域住民の理解を求めているが，これは母親巨

身の情緒的安定との関係が見出されるのである。

　障害児に対する訪問指導，看護，家庭への援助など・

個別的要求に対するサービスは徐々に浸透しつつある

が，多面的（生活全体）要求は，地域全体で充足してい

かなければならない。 したがって住民の精神性または共

同性をより重視する褥祉社会づくりをしていく拠点を明

示していくζと。さら｝ご住犀の要求に対応するための施

設，機関のネットヴークづくりを志向する機能社会を創

る手だてを諺じ，それを実践する土壌を耕さねぱならな

い。いわばきミ革昌ティケアのその地域め実情に即した

具現化にほかならない。前述したごとく，とくに相談機

能の充実，配置の間題ぞ，既存の社余資源の活用の仕方

をふくめてのシステム化をはかっ でいく必要もあろう。

調査結果にもあらわれ《いるように，現輩の居住地域で

障害児の受けとめ方（母親自身の感じ）に満犀している

場合に永住希望が高く，地域社会の偏見を感じる（母親

側の問題もあろうが）とすうものが転居希望を強くもっ

ていることからもわかるように1地域社会側の課題解決

への他の手だての必要性が伺えるのである。

　そこで，障害児をもづ家庭へのアブローチとして，個

（私），地域社会的， 行政（公）的対応の一連の関係を明確

にしてトータルな視点を打出すことである。丁方，障害

i279一
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